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国立病院機構石川病院における病床機能報告の病床区分変更について 

 

１ 病床の区分変更 

  病床機能報告制度において、「急性期機能」を担う病棟として報告している１病棟（55

床）を「回復期機能」に区分変更する。 

   ※ 当院は、神経難病・重症心身障害児（者）のセーフティネット分野の医療を実

施しており、病棟構成は神経難病及び重心病棟が 3個病棟、その他一般病棟が 1

個病棟の計 4個病棟となっている。そのうち 1病棟(55 床)は一般病床（急性期機

能）としているが、これは主に神経難病患者及び重症心身障害児（者）の合併症

等の急性増悪への対応のために保有しているものである。 

 しかしながら、当該病棟は県から提供があった定量的な基準（埼玉方式、奈良

方式）による分析では回復期に近い患者が多いという結果となっており、また、

病床機能報告の報告マニュアルにあるとおり、当該病棟に入院している患者の医

療資源投入量が回復期機能に近いため、病床機能報告上、当該病棟の機能の区分

を回復期へと変更するもの。 

 

  （参考） 

 区分変更前  

 

 

→ 

区分変更後 

急性期 55 急性期一般入院料 6  0  

回復期 0  55 急性期一般入院料 6  

慢性期 160 障害者病棟入院料 10:1 160 障害者病棟入院料 10:1 

休棟等 25  25  

計 240  240  

 

２ 区分変更後の主な内容 

   神経難病・重症心身障害患者の合併症による呼吸器疾患、消化器疾患等の急性期治

療に加え、急性期を経過した患者及び在宅療養中の病状悪化などの回復期患者の受け

入れを引き続き実施していく。 

 

３ 今後のスケジュール 

  R2.10 R2 病床機能報告において回復期病床と報告。 
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